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まえがき

皆さんが毎日働いている職場は，材料や部品である「モノ」を，加工したり，組
み立てたりすることで，「モノ」の価値を高める仕事をしています。このように「モ
ノ」に手を加えて価値を高める仕事を「生産活動」といいます。生産活動は「モノ」
に「人」が「自分の手」や「設備」を使って行います。また，生産活動と同時に，
その作業を「効率よく」行えるように「改善」していく仕事も並行して行っていま
す。

「効率をよくすること」は生産活動だけでなく，人間の生活の中で，どこでも，
常に，なんとなく，無意識に，みんながやっています。今までの「やり方」を「少
し変えて」効率よくすることを「改善」といいます。また，「改善」を多くの仲間と
一緒に職場でやっていくことを「改善活動」といいます。

このように皆さんは，今までの生活の中で無意識に「改善」をやってきました。

しかし，実際の職場で生産活動をしながら「改善」していくことは，なかなか難し

いことです。生産が忙しくて時間がなかったり，改善案が浮かばなかったり，改善
した結果，逆に製品の品質が悪くなってしまったり，難しい問題を克服しなければ
なりません。

…
：
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本講座は，現場で作業をしながら改善を進めようとしている皆さんが，容易に必
要な知識を身につけることができるようわかりやすく説明しています。

改善に必要な知識は，「人」「モノ」「設備」の有効活用のための方法と，有効の度
合いを調べるための分析方法です。これらについては，基本的な手法や技法を具体
的に事例を挙げて説明しています。

しかし，有効活用といっても目的をはっきりさせなければ大きな効果は期待でき
ません。さらに，技法や手法を知っていても，進め方が悪いとうまく行きません。
いってみれば「目的の明確化」と「改善の進め方の改善」が必要です。そのため，
目的としての「Ｑ」「Ｃ」「Ｄ」と「改善の進め方」についても説明しています。

さらに本講座では「原価」について多くのページを使って説明しています。少
しわかりにくいところですが，改善を進めるにあたって効果をはっきり把握するこ
とが，やる気と意欲につながると考えました。改善したことが，企業にとってどれ
だけ役立ったかを理解できれば，改善が面白くなってくるものです。
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企業は，営業，設計，購買，生産計画，経理，総務など違った多くの船場から成

り立っています。それらすべての職場の共同作業で運営されており，すべての職場

で生産と改善活動が行われています。生産活動の成果や改善の効果を，誰にでも共

通の尺度で評価することが必要であり，金額に換算して評価します。しかし，個々

の小さな税み重ねによって大きな成果や効果が得られるため，全部まとめた金額で

の評価はできません。そこで，個別の成果や効果がわかるように，「原価計算」を行

います。「原価計算｣を理解すると改善が面白くなってきます。皆さんにはあまりな

じみのないものと思われるので，少し詳しく説明しましたｂ

本講座で得られた知識は，職場での改善に必ず役立ちます。しかし，改善は「知

識」だけでは進められません。実際に，使ってやってみて，成果を確認できると，

次の改善が浮かんできます。そして，より難しい問題の解決が可能になります。改

善の「スパイラルアップ」を楽しんでできるように頑張ってくださいｃ

著者
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